
o 　飾 　社 　協　 だ　 よ　 り ２００４年（平成１６年）１１月２５日　（１）（第１１４号）

広　　告

◇お問い合わせ
振　興　課

�５６９８－２４１１

　歳末たすけあい運動は、共同

募金の一環として、毎年１２月に

実施している募金運動です。

「みんなで支えあうあったかい

地域づくり」をスローガンに、

支援を必要とする方が安心して

暮らすことのできる福祉のまち

づくりの推進を目的としていま

す。

　みなさんからお寄せいただい

た募金は、区内の民間福祉作業

所に通所している方々や、児童

福祉施設に入所している子ども

たち、三宅島から避難されてい

る方々へ援護金としてお贈りす

るほか、福祉推進のためのさま

ざまな事業や活動に活用します。

　本年度も皆さんからのあたた

かい善意を有効に活かせるよう

取り組んでまいりますので、ご

協力をお願いいたします。

　社協は、区民の方々が「地域の

中で共に支え合い、助け合う」

福祉のまちづくりを目指して、

様々な福祉活動や事業を推進し

ている会員制の福祉団体です。

　その活動資金は、区民の皆さ

んからいただく会費や寄付金な

どで運営されています。ぜひ会

員となって、「支え合う福祉の

まちづくり」にご支援、ご協力

をお願いいたします。

◆申込方法
　社協事務局までご連絡くださ

い。

　地域の民生委員児童委員、自

治町会役員を通じても申込みで

きます。
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◇お問い合わせ
援　護　課
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◆発行日　平成１７年２月２５日
　　　　　全戸配布

◆掲載位置
　１面下段の２コマ（中・右）

　１コマ　縦４.５�×横７.５�

◇お問い合わせ
振　興　課

�５６９８－２４１１

◆料金　１コマ　２５,０００円

◆対象となる方
①概ね６５歳以上で単身又は高齢

者のみの世帯の方

②２０歳以上で、身体障害者手帳

又は愛の手帳（３・４度程度）

をお持ちの方

③上記①②とも、ご本人の意思

の確認ができる方

◆お預かりできるものの例
　預金通帳

　有価証券

　不動産登記関係書類

　実印や預金通帳印　など

◆お預かりできないものの例
　貴金属、書画、骨董品　など

◆利用料
①通帳などの預かり

　年額３,０００円
②通帳などの預かりに加え、毎

月１回生活費の引き出しやお

届け、公共料金等の支払いが

ある場合

　年額１５,０００円

◆詳しくはお問い合わせくださ

い。外出が困難な方には職員が

自宅に伺います。

　高齢や障害などが原因で財産の管理が困難な方の、預金通帳など
をお預りします。また、預金の引き出しが困難な方には、毎月の生
活費の引き出しやお届け、公共料金などの支払いを代行します。

◇お問い合わせ
振　興　課

�５６９８－２４１１

◇主催　　　東京都共同募金会
◇実施　　　4飾区社会福祉協議会
◇協力　　　4飾区
　　　　　　4飾区自治町会連合会
　　　　　　4飾区民生委員児童委員協議会
◇運動期間　１２月１日～３１日
◇募金目標　２１,５８３,０００円

◎正　会　員１口　1,000円以上

◎特別会員１口　10,000円以上

年会費

～区内のお店・会社のＰＲにご利用ください～
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高齢の方・
障害のある方へ



o 　飾 　社 　協　 だ　 よ　 り（２）２００４年（平成１６年）１１月２５日 （第１１４号）

　今回もたくさんの善意のご寄付をありがとうございました。
　皆さまからいただいたご寄付は、社協の貴重な資金として、地域
福祉を推進していくための事業に活用させていただきます。
　なお、掲載につきましては細心の注意を払っておりますが、万一
誤字等がございましたら、ご容赦願います。（順不同・敬称略）

������ 平成１６年８月１日～１０月３１日

◇お問い合わせ
かつしかファミリー・サポート・センター
�５６９８－ ４１５１ 

よ い こ い ち ば ん

　仕事の都合や急な用事などで、一時的にお子さん（生後６ヶ月か
ら小学校３年生まで）の育児に困ったときに、保護者に代わって地
域の方が、保育園への送り迎えや自宅での預かりなど、育児支援サ
ービスを行ないます。

②運転免許証または健康保険証

※登録後、活動を行う前に研修

を受けていただきます。

　次回の研修は１２月１０日�・１１

日�の２日間を予定していま

す。。

◆サポート会員への謝礼
　ファミリー会員が、お子さん

１人あたり１時間７００円をお支

払いします。

子育て活動に興味をお持ちの方

は、サポート会員として活動し

ていただけませんか？

◆サポート会員になれる方
　子育て経験のある方、または、

教員・保育士等の資格をお持ち

の方。

◆サポート会員の登録
　登録希望の方は、あらかじめ

電話で日程を打ち合わせのうえ、

窓口までお願いします。

◆お持ちいただくもの
①写真２枚

　（縦３㎝×横２．４㎝）

◆会員制の相互援助活動です
　育児援助を行う方（サポート

会員・援助会員）と育児援助を

受ける方（ファミリー会員・利

用会員）からなる、会員制の相

互援助活動です。

　現在、ファミリー会員数に比

べると、サポート会員数が不足

しています。

　子どもが好きな方、地域での

 

○岩崎靖江（立石４） 　２０，０００円
○フレンドリークラブ １３０，６３３円
○下山利博（東四つ木２）
 　　　　　　　　　　 ６，３００円
○内山寿美子（柴又６）  ２，０８４円
○柴又社会教育館 　　 ３，１９５円
○東日本気功協会 　　１０，０００円
○東京土建一般労働組合
　7飾支部 　　　　 ２３３，３１８円
○市野久雄（奥戸５）  １００，０００円
○7飾区グラウンドゴルフ協会
 　　　　　　　　　　 ５，１２５円
○高砂地区まちづくり懇談会
 　　　　　　　　　　 ４，６３２円
○源みちよチャリティコンサート
 　　　　　　　　　 １００，０００円
○上平井工場連合会  １００，０００円
○㈲ケアサービス共栄  １００，０００円
○渋江・四つ木公園ラジオ体操会
 　　　　　　　　　 １００，０００円
○宗教法人正王寺檀徒会一同
　宗教法人正王寺住職山本快雄
 　　　　　　　　　 ５００，０００円
○小林三夫（四つ木４）  ５０，０００円
○俳画　能月会 　　　７０，０００円
○東建金町マンション自治会
　リサイクルボランティアたんぽぽ
 　　　　　　　　　 １００，０００円
○パチンコ一福 　　 ２０１，２２６円
○高砂みのり会グラウンドゴルフ部
 　　　　　　　　　　１１，１００円
○ほのぼのコンサート実行委員会
 　　　　　　　　　 １００，０００円
○点字グループ・アイ  ３，０００円
○柴又青友会 　　　　１７，２３４円
○お花茶屋東町会
　お花茶屋鶴亀会 　　４５，０７４円
○牧野貞夫（奥戸２）  １００，０００円
○日本大学校友会東京第６支部
　7飾桜門会 　　　　９９，５００円
○創立５０周年四つ木町会
 　　　　　　　　　 ３００，０００円
○長塚静枝（金町２）  １５０，０００円
○7飾区民謡愛好連盟  ３８，７７４円
○坂下信枝（柴又６） 　１０，０００円
○山林友子（亀有５） 　１０，０００円
○かつしかボランティアグループ
 　　　　　　　　　　５８，４３５円
○日本クラウン橋崎聖子
 　　　　　　　　　　３８，７３５円

本会への福祉事業資金として ○歌と踊り真夏の競演  ３２，１２０円
○東京朝鮮第五初中級学校教育会
 　　　　　　　　　 １００，０００円
○新小岩社会教育館まつり
　フリーマーケット出店者一同
 　　　　　　　　　　 ３，９３０円
○西五子ども会 　　　 ４，０００円
○有志３名（四つ木５）  ２，１００円
○西一都営自治会
　ボランティアグループみやこ会
 　　　　　　　　　　１０，０００円
○２００４かつしか盆踊り
　チャリティフェスタ実行委員会
 　　　　　　　　　　２０，０００円
○隣接地域親善グラウンドゴルフ
交流会 　　　　　　１０，０００円
○冨所絹代（東四つ木３）
 　　　　　　　　　　１０，０００円
○早稲田大学7飾稲門会
 　　　　　　　　　 １００，０００円
○城東歌謡クラブ 　　３２，５００円
○木村博幸（東金町５）  ８，２４８円
○あんしん財団7飾友の会ダンス部
 　　　　　　　　　 １１７，５１５円
○匿名１１件 　　　 ３，０５９，７６６円

 

○ボランティアまつり実行委員会
 　　　　　　　　　　７５，６１２円
○トーセン 　　　　　　 ９００円
○7飾区視覚障害者福祉協会
 　　　　　　　　　　４１，０００円
○茂木町直売所等運営協議会
 　　　　　　　　　　１０，０００円
○つくしの会 　　　　 ７，０００円
○アムネかつしか 　　 ３，０００円
○はぁとのわ 　　　　 ３，０００円
○障害児たすけあいグループ
 　　　　　　　　　　 ４，０００円
○ガールスカウト東京１４８団
 　　　　　　　　　　 ５，０００円
○サークルせせらぎ 　２０，７５０円
○のぞみ発達クリニック  ３，０００円
○手話ダンス虹 　　　１０，０００円
○天使の輪 　　　　　１０，０００円
○プルメリア 　　　　１０，０００円
○7飾区手をつなぐ親の会
 　　　　　　　　　　 ５，０００円

 

○橋本 子（柴又７） 　３０，０００円

ボランティアまつり関連

指定寄付として
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ファミリー・サポート・センター

  を募集しています ！ 育児援助会員育児 援助 会員
サ ポ ー ト

　この制度は、金融機関など他

からの借入れが困難な世帯の経

済的自立と生活安定を目的に、

行う貸付制度です。

◆対象世帯（収入基準あり）
①低所得世帯

②障害者の属する世帯

③療養・介護を要する６５歳以上

の高齢者の属する世帯

◆資金種類
　福祉資金（出産費、葬祭費等）、

療養介護資金、修学資金等、計

７種類の資金があります。

◆連帯保証人　必要。

※各資金には、それぞれ貸付条

件や限度額が決められています。

詳しくはお問い合わせください。

　また、疾病等により一時的に

生計の維持が困難な場合の緊急
小口資金や失業者に対する離職
者支援資金、低所得の高齢者世
帯に居住用不動産を担保に生活

資金を貸付する長期生活支援資
金もありますので、ご相談くだ
さい。
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◇お問い合わせ
振　興　課

�５６９８－２４１１

　三宅島島民の方々の避難生活

が４年もの長期にわたっており

ます。このような中、三宅村は

来年２月を目途に帰島する方針

を決定しました。しかし、島内

の住宅は荒れ、家財道具も使用

できない状況です。また、当面

は収入も安定せず、厳しい生活

を余儀なくされることが予想さ

れます。

　区内にも多くの方々が避難生

活をしており、その帰島の準備

や生活再建を支援するための義

援金を下記のとおり受け付けて

おります。皆さんのご協力をよ

ろしくお願いいたします。

東京都福祉保健局国民健康保険課
�５３２０－４１６４

◇お問い合わせ
�東京善意銀行
�３２３５－１１６１

義　援　金　振　込　口　座
受付機関名

口　座　番　号口　　座　　名

００１５０－１－１００２２０東京都島しょ災害義援金口座東 京 都
郵
便
振
込

００１３０－５－７８８３  日本赤十字社東京都支部日 本 赤 十 字 社
東 京 都 支 部

００１２０－９－１００２５０東京都共同募金会東京都共同募金会

みずほ銀行・東京都庁出張所
東 京 都銀

行
振
込

（普）２３３４１３３東京都島しょ災害義援金口座

みずほ銀行・飯田橋駅前支店
�東京善意銀行

（普）５４９２４８ �東京善意銀行

注）なお、郵便局及びみずほ銀行本支店における「窓口取扱い」には、振込手
数料はかかりません。

◆義援金の振込先

三宅島島民�帰島�向�
力強��支援��願�����

三宅島島民三宅島島民��帰島帰島��向向��　　　　
力強　力強����支援支援����願願����������



o 　飾 　社 　協　 だ　 よ　 り ２００４年（平成１６年）１１月２５日　（３）（第１１４号）

　９月５日（日）ウィメンズパ

ルにおいて、ボランティアまつ

りを開催しました。テーマを、

｢一人の力より　二人の力　育

てよう　やさしい心　ボランテ

ィア｣とした今年のまつりは、

ボランティアグループ・福祉団

体など５６団体が参加して大いに

盛り上がりました。

　多目的ホールのオープニング

では、初参加の7飾野高等学校

吹奏楽部とボランティア指定校

である立石中学校吹奏楽部の迫

力ある演奏が会場全体を包み込

みました。

　会場ではボランティアグルー

プの活動紹介や体験教室（手話

・点訳）、全盲の折り紙親善大使

加瀬三郎さんの｢折り紙ふれあ

いコーナー ｣、高齢者・障害者の

身体機能を体験する「疑似体験

コーナー」などが催され、参加

した多くの方が新しい体験をさ

れたことでしょう。

　当日はあいにくの小雨模様で

したが、延べ７，０００人以上の多

くの方々にご参加いただきまし

て、ありがとうございました。

高齢者・障害者疑似体験
（女子小学生）

　駅で切符を買う時に、前にお

年寄りが並んでいると｢早くし

ないかなー ｣とか思っていたけ

ど、自分が今回体験してみたら

よく見えないし、聞きづらいし、

早く動けないし、これは大変だ。

　おじいちゃん、おばあちゃん、

｢ごめんなさい｣。大変さがわか

ったよ。私ができることは、お

手伝いだと思いました。

手 話 体 験
（３０代女性）

　医療関係の仕事をしていて、

耳の不自由な方と接する機会が

あるので、少しでも役に立てれ

ばと思い、参加しました。短い時

間でしたが、楽しく学べました。

（３０代男性）
　以前、話せない方から手話で

話しかけられたことがあり、そ

の時は対応に困ってしまいまし

た。しかし、体験教室に参加し

て、ジェスチャーでも意思を伝

えられることがわかり、何とか

自信を持てました。これから少

しずつ手話を覚えていこうと思

いました。

点 訳 体 験
（男子小学生）

　体験教室で、点字を打ってみ

て、駅にある点字を読みたいと

思いました。これからどんな所

に点字がついているか調べてみ

たい。

（女子小学生）
　初めて点字を打ってみて、視

覚障害者の人がわかるように色

々な工夫がされてびっくりした。

難しかったけど、今日のことを

学校の友だちに話したい。

発見で、園児に教えるよりも、

教えてもらったことの方が多か

った。

～障害者施設で活動した学生～
　ボランティア活動をしていた

中で一番うれしかったことは利

用者の人の方から私と手をつな

いでくれたこと。

ボランティア・サマー・スクール

　将来、福祉の仕事を目指して

いる学生を対象に行いました。

～中学生から～
　保育園での実践活動は、すご

く楽しかった。人の役に立てた

し、自分の将来の為にもなった

のでとてもよかったです。

～高校生から～
　色々な福祉について知ること

ができました。ワークショップ

では、色んな人の考え方にふれ

ることができ、自分の視野をよ

り広く持つことができました。

ボランティア活動する時は、今

回学んだことをフルに生かして

いきたい。

　７月から９月にかけ、かつし

かボランティア・サマーフェス

ティバル２００４として、｢小学生

親子ボランティア教室｣、｢夏休

みボランティア体験｣、｢ボラン

ティア・サマー・スクール｣を開

催したところ、小学生、中高生

等を中心に多くの方が参加され

ました。

小学生親子ボランティア教室

　延７２名の方が参加され、環境

や配食サービス、障害児の水泳

指導のボランティアや車イスを

体験しました。

夏休みボランティア体験

　２００名以上の中学生、高校生

等が区内の福祉施設やボランテ

ィアグループ、イベント等でボ

ランティア体験をしました。

　参加者の皆さんは、特別養護

老人ホームや福祉館、保育園等、

希望した施設へ通いました。そ

して、施設の利用者の方や職員

の方々とのふれあいの中から、

様々なことを学び、感じたよう

です。

　

～保育園で活動した中学生～
　身近にある物すべてが新しい

　小学生、中高生達が、日頃は

接することの少ない高齢者や乳

幼児、障害を持つ方々とふれあ

う、かつしかボランティア・サ

マーフェスティバルは夏休みの

貴重な経験のひとつです。来年

の夏休みも、さらに多くの方の

参加をお待ちしています。

担当者から一言！

○7飾ヤクルト販売株式会社

○株式会社イシナリ

○茂木町

○都立農産高校

○都立水元高校美術部
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o 　飾 　社 　協　 だ　 よ　 り（４）２００４年（平成１６年）１１月２５日 （第１１４号）
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かつしかボランティアセンター　〒１２４�００１２  2飾区立石５－２７－１ ウィメンズパル２階

　高齢の方や障害のある方を対

象に、水中ウォーキング教室を

開きます。屋内プールで、音楽

に合わせながらウォーキングを

したり、上半身を使った運動を

したりします。皆さんもぜひ、

運動方法をマスターして、水泳

への第一歩を踏み出してはいか

がでしょうか。

◆日時
　平成１７年１月２７日（木）、２月

１日（火）の全２回

午後２時～４時

◆場所
水元体育館・温水プール

（水元１－１９－１１）

※前回と会場が違いますのでご

注意ください。

◆対象
　区内在住・在勤で６５歳以上の

方、または１５歳以上で障害のあ

る方

◆参加費
５００円（行事保険料）

◆定員　３０名
◆申込方法
　往復ハガキに①「水中ウォー

キング教室」②住所③氏名④年

齢・性別⑤電話番号⑥障害のあ

る方はその程度を書いて、１月

１４日（金）（必着）までにお申

込みください。（申込多数の場

合は抽選）。

◆申込先
立石５－２７－１ウィメンズパル内

かつしかボランティアセンター

　高齢の方・障害のある方へ

水中ウォーキング教室を開催します

　障害のある方もない方も一緒

に踊る国際色豊かなダンスパー

ティーです。

　はじめての方も奮ってご参加

ください。ちょっと早いクリス

マスパーティーに行く気分で、

おしゃれをして参加してみませ

んか。

◆日時
平成１６年１２月５日（日）

午後０時３０分～３時

◆会場
ウィメンズパル１階多目的ホール

◆参加費　５００円

◆申込方法
　１２月２日（木）までに電話で

お申込みください。受付時間は

午前９時から午後５時です。

（車いす利用の方、無料送迎車

あります。要予約）

広　　告

　障害のある方や歩行が困難な

高齢者の方々の通院や買い物な

ど、外出する際の移動のお手伝

いをする運転ボランティアを募

集します。

◆対象
①普通自動車運転免許取得から

３年以上経過した７０歳未満の方

②２年以上無事故の方

③地域福祉に関心があり、利用

者に温かい気持ちで接すること

ができる方

④後日実施の説明会・研修会に

参加できる方

◆説明会
①日時　１２月７日（火）

　　　　午後２時～３時３０分

②会場　かつしかボランティア

センター活動室

※研修会日程については、説明

会でお知らせします。

　「総合的な学習の時間」の中で

の福祉教育の分野を充実させる

ため、区教育委員会と社会福祉

協議会の共催で、教員向けボラ

ンティア講座を開催しました。

年間を通して実施している「ボ

ランティア出前講座」と同じ内

容で、視覚や身体に障害のある

方や視覚障害者ガイドヘルパー

の方、リフト付きワゴン車の運

転ボランティアの方のお話と、

アイマスクや車イスの体験をし

ました。

　当日は雨模様でしたが、５０名

近い参加がありました。障害の

ある方のお話はとても心に響く

内容で、限られた時間しかなか

ったのがもったいないようでし

た。またアイマスク体験では、

見た目以上に恐怖感があり、下

り階段で足が止まる光景もあり

ました。車イス体験では、自分

の足元が見えにくいなど、実際

に体験してみないと分からない

様々なことを感じていただけた

ようです。終了後も、講師と個

別にお話しされる姿があったり

と、多くのものを学校に持ち帰

っていただくことができたので

はないかと思います。

　このような講座を、体験した

い小中学校は、ぜひ「ボランテ

ィア出前講座」にお申し込みく

ださい。

◇お問い合わせ
かつしかボランティアセンター
�５６９８－２５１１

◇お問い合わせ
かつしかボランティアセンター
�５６９８－２５１１

参加者募集
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小中学校でも

ボランティア
出前講座
 開 催 中

教
員
向
け

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

先生方の
　　体験風景


